
羅

墓

故
点
滴
博
士
の
學
歴
マ
」
そ
の
學
界
に
於
け
る
業
績

（
上
）

中
　
村
　
善
　
太
　
郎

　
　
　
　
触
　
學
　
生
　
時
　
代

　
京
都
帝
濃
墨
學
毅
授
文
學
博
士
坂
ロ
昂
先
生
、
急
性
肺

炎
の
た
め
療
養
旬
日
を
出
で
す
、
昭
和
三
年
一
月
二
十
八

日
濤
焉
逝
去
せ
ら
る
Q
こ
れ
我
が
史
學
界
に
於
け
る
一
大

痛
恨
事
で
あ
る
。
こ
ご
に
研
究
困
難
の
西
洋
史
學
…
開
拓
に

畢
生
の
努
力
を
傾
注
せ
ら
れ
し
亘
匠
を
失
っ
た
こ
ご
は
、

實
に
我
が
西
洋
史
霊
界
に
於
け
る
一
大
損
失
で
あ
る
〇
三

十
年
間
師
事
し
、
直
接
指
導
の
恩
儀
に
浴
し
、
先
生
の
旧

風
に
傾
到
せ
る
小
生
が
叢
に
先
生
の
學
歴
ご
學
界
に
於
け

る
業
績
の
一
班
ご
を
述
べ
る
こ
ご
は
、
小
生
の
光
榮
こ
す

　
　
　
第
十
謎
巷
　
　
維
　
纂

敬
坂
口
博
士
の
雄
歴
せ
そ
の
學
界
に
於
け
ろ
藁
績 る

と
こ
ろ
で
あ
る
と
同
時
に
、
戚
慨
無
量
で
あ
る
。

　
先
生
は
、
明
治
五
年
一
月
兵
庫
縣
有
馬
郡
大
澤
村
に
誕

生
、
第
三
高
等
中
學
校
を
経
て
明
治
三
十
年
七
月
東
京
帝

劇
大
學
文
科
大
蔵
吏
薬
科
を
卒
業
せ
ら
れ
た
。
當
時
文
科

大
壷
に
は
ラ
ン
ケ
の
史
風
を
纒
承
せ
る
新
…
進
少
幾
の
ソ
ー

ス
傳
士
が
、
西
洋
史
及
び
史
學
研
究
法
の
講
義
を
堰
當
せ

ら
れ
、
流
暢
明
快
な
英
語
を
以
て
そ
の
薄
蓄
を
正
直
せ
ら

れ
、
異
常
の
熟
睡
ご
懇
切
ご
を
以
て
學
生
を
指
導
せ
ら
れ

た
。
坂
ロ
先
生
が
最
も
多
く
ラ
ン
ケ
の
學
風
を
受
け
、
他

日
幾
度
ε
な
く
謙
義
に
講
演
に
論
文
に
ラ
ン
ケ
の
入
格
學

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
三
　
（
二
〇
三
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
維
　
無

風
の
紹
介
に
努
め
、
敬
慕
の
情
を
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
如

何
に
學
生
時
代
に
り
ー
ス
博
士
の
専
管
を
受
け
ら
れ
た
事

の
深
甚
な
り
し
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
先
生
ご
博

士
ご
の
拙
筆
上
並
び
に
私
交
上
の
赤
墨
が
、
如
何
に
親
密

で
あ
っ
た
か
は
、
樽
士
が
日
本
を
僻
せ
ら
れ
た
後
も
、
師

弟
の
尊
詠
隠
々
密
接
ご
な
り
、
先
生
の
猫
逸
留
學
時
代
に

蕩
々
交
情
を
温
め
近
時
猫
逸
再
遊
の
際
に
は
博
士
畢
生
の

事
業
た
る
ウ
エ
ー
ベ
ル
世
界
史
改
訂
の
大
事
業
に
開
し
て

後
援
せ
ら
れ
、
ま
だ
博
士
の
著
述
の
紹
介
翻
課
等
に
よ
り

邦
人
の
間
に
忘
れ
勝
ち
な
る
博
士
の
西
洋
史
學
界
に
於
け

る
位
揖
、
我
が
響
岩
に
於
け
る
業
績
を
傳
へ
る
こ
ご
に
努

め
ら
れ
淀
の
を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
か
や
う
に
先
生
は

大
幣
在
學
時
代
に
博
士
よ
り
西
洋
史
研
究
の
趣
味
ご
ラ
ン

ケ
の
學
風
ご
を
傳
承
せ
ら
れ
、
困
難
な
る
西
洋
史
學
の
研

究
に
…
進
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
、
に
先
生
の
大
難
卒
業
論
文
に
就
い
て
は
、
當
時
同

學
の
我
等
の
諸
先
輩
の
方
々
に
知
ら
る
、
の
み
で
、
一
般

故
坂
口
博
士
の
學
歴
亡
そ
の
三
界
に
於
け
ろ
業
礁
職
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
二
四
（
二
〇
四
）

に
は
知
ら
れ
な
い
ざ
思
ふ
か
ら
｝
議
し
た
い
○
題
観
は
「
耶

蘇
曾
史
特
に
其
支
那
に
於
け
る
閣
係
」
で
あ
る
。
先
生
が

大
正
十
五
年
五
月
褒
行
の
内
藤
博
士
還
暦
燕
賀
支
那
學
論

叢
に
寄
せ
ら
れ
し
ラ
イ
ブ
ニ
ソ
ツ
の
「
支
那
の
最
近
事
」
の

禽
龍
に
於
て
、
卒
業
論
文
が
ラ
ン
ケ
の
法
王
諸
事
を
愛
讃

せ
る
よ
り
思
ひ
っ
か
れ
た
事
が
遽
べ
ら
れ
て
居
る
の
を
羅

て
も
、
ラ
ン
ケ
の
影
響
は
既
に
先
生
の
在
學
時
代
に
現
れ

て
み
る
。
論
文
は
二
篇
に
わ
か
れ
、
第
「
篇
は
耶
蘇
曾
の
逸

源
及
び
獲
｛
逢
を
、
ラ
ン
ケ
、
ア
ル
ツ
オ
ー
グ
、
ニ
コ
ヲ
に
よ

っ
て
叙
遽
せ
ら
れ
．
第
二
篇
は
支
那
に
於
け
る
耶
蘇
會
で

あ
っ
て
、
第
一
章
耶
蘇
會
傳
溢
の
創
始
期
に
於
て
は
、
ザ

ヴ
ィ
エ
ー
、
利
礁
四
輪
鼠
、
ベ
ネ
ヂ
ク
ト
、
ゴ
オ
・
ス
に
就
き
、
簸
測

二
章
耶
蘇
會
傳
滋
の
苦
言
期
に
於
て
は
北
明
南
明
清
初
の

關
係
、
徐
光
啓
、
湯
若
望
の
事
蹟
に
つ
い
て
述
バ
、
、
第
三
章

耶
蘇
會
傳
遽
の
衰
亡
期
に
於
て
は
耶
蘇
會
内
部
の
頽
康
、

ヤ
シ
セ
ン
派
の
勃
興
、
在
支
那
澱
法
の
涙
孚
、
耶
蘇
愈
の

康
煕
帝
に
調
す
る
政
治
上
功
勢
、
帥
ち
尼
布
楚
條
約
締
結



の
際
の
活
躍
、
蘇
耶
會
の
支
那
並
び
に
一
般
智
識
界
に
於

け
る
三
思
、
支
那
裏
道
の
末
路
亭
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
耶

蘇
曾
の
滅
絶
、
結
論
を
説
か
れ
て
居
る
。
支
那
方
面
の
愚

考
書
こ
し
て
は
、
正
規
奉
褒
、
明
史
、
受
方
男
乗
、
耶
蘇

敷
士
の
書
翰
等
、
更
に
マ
ル
チ
ニ
i
、
キ
ル
ヘ
ル
ス
、
ブ

ー
べ
一
、
バ
ル
ト
ソ
、
ヂ
ユ
ハ
ル
ド
等
東
西
の
史
料
を
＾
墾

考
し
て
叙
蓮
せ
ら
れ
た
。
其
後
、
先
生
は
明
治
三
＋
一
年

吏
學
雑
誌
第
九
篇
第
二
號
に
載
せ
ら
れ
π
マ
ル
チ
ニ
氏
難

靱
載
書
記
、
明
治
三
十
二
年
史
學
雑
誌
第
十
篇
第
入
號
に

所
載
の
在
支
那
耶
蘇
曾
に
開
す
る
研
究
の
片
々
、
大
正
十

五
年
五
月
刊
行
の
内
藤
博
士
還
暦
醗
賀
支
那
學
論
叢
に
寄

せ
ら
れ
し
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
支
那
の
最
近
事
」
等
は
、
卒

業
論
文
の
副
産
物
で
あ
る
。
こ
れ
等
に
よ
り
て
観
て
も
、
先

生
が
此
の
卒
業
論
文
に
於
て
多
大
の
努
力
を
致
さ
れ
、
ま

た
前
記
支
那
學
論
叢
に
「
當
時
正
薮
奉
褒
や
マ
ル
チ
ニ
や

キ
ル
ヘ
ル
ス
な
ご
を
意
見
し
て
始
め
て
之
を
利
用
し
た
の

を
虞
ら
私
か
に
喜
び
ご
し
た
。
こ
い
ふ
の
は
こ
の
試
み
が

　
　
．
第
十
三
巷
　
　
難
　
纂

放
坂
口
博
士
の
學
．
歴
書
そ
の
學
界
に
於
け
る
業
績 當

時
若
干
の
新
味
を
寮
柔
し
た
ら
し
か
っ
た
の
を
、
自
ら

ひ
そ
か
に
喜
び
こ
し
た
。
」
ご
述
べ
ら
れ
て
み
る
，
こ
れ
に

徴
し
て
も
、
其
後
跳
の
方
面
の
研
究
は
大
い
に
登
達
し
た

の
で
あ
ら
う
が
、
営
時
に
於
て
此
の
論
文
が
二
十
六
歳
の

青
年
の
所
産
こ
し
て
抜
群
の
も
の
で
あ
っ
た
か
や
表
謹
せ

ら
る
、
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
二
　
高
等
學
綾
心
事
時
代

　
先
生
は
大
聖
卒
業
後
直
ち
に
大
器
院
に
入
り
「
モ
ン
ロ

ー
主
義
ご
日
本
ご
の
關
係
」
に
つ
き
て
研
究
せ
ら
る
、
事

こ
な
り
、
つ
い
で
和
歌
山
縣
立
中
學
校
激
諭
こ
な
り
、
明

治
三
十
↓
華
麗
月
舞
舞
第
三
高
等
學
綾
激
授
に
轄
任
さ
れ

た
。
先
生
二
十
七
歳
の
夏
で
あ
る
。
小
生
は
こ
、
に
始
め

て
先
生
の
馨
咳
に
接
す
る
こ
ご
ご
な
っ
た
。
從
來
西
洋
史

に
寒
し
専
門
家
の
講
義
を
聴
く
こ
ご
が
出
來
な
が
っ
た
小

生
等
に
は
、
先
生
の
豊
富
な
る
内
容
を
要
約
せ
る
、
洗
練
さ

れ
だ
る
講
義
は
驚
異
の
的
こ
な
っ
た
。
當
時
小
生
等
数
人

の
登
起
で
催
さ
れ
た
講
演
曾
に
て
、
桑
原
先
生
の
佛
三
年

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
二
薫
　
（
二
〇
五
）



　
　
　
．
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

代
考
ご
坂
口
先
生
の
マ
ハ
ー
ン
海
上
椹
力
史
論
の
批
舗
ご

を
拝
聴
し
た
の
も
三
十
年
の
昔
こ
な
つ
元
が
、
爾
先
生
の

そ
れ
ぞ
れ
特
異
な
講
演
振
り
は
今
も
な
ほ
眼
前
に
彷
髭
こ

し
て
み
る
。
小
生
の
舞
聴
し
た
西
洋
吏
の
講
義
は
最
近
世

史
ア
メ
フ
ヵ
濁
立
以
後
で
あ
る
が
、
當
時
先
生
の
研
究
の
中

心
で
あ
っ
た
ア
メ
ソ
カ
に
饗
し
て
は
特
に
精
密
で
、
十
九

世
紀
中
葉
の
世
界
の
物
質
的
進
歩
を
講
せ
ら
れ
し
ご
き
、

・
統
計
を
利
用
せ
ら
れ
た
の
も
、
粗
雑
な
頭
謄
の
持
主
で
あ

っ
た
當
時
の
學
生
に
強
い
印
象
を
残
し
た
。
其
後
先
生
の

三
高
に
於
け
る
講
義
は
、
先
生
の
學
殖
の
増
加
に
つ
れ
て

盆
洗
練
せ
ら
れ
、
校
内
最
も
出
色
の
講
義
こ
し
て
今
な
ほ

當
時
の
學
生
の
聞
に
喧
傳
せ
ら
れ
て
居
る
。
先
生
の
講
義

は
毎
年
改
訂
せ
ら
れ
た
が
、
大
聖
の
組
織
に
於
て
は
非
常

な
墾
更
が
な
か
つ
だ
Q
先
づ
緒
論
こ
し
て
古
代
東
方
、
ギ
ソ

シ
ヤ
、
ロ
ー
マ
、
キ
ヲ
ス
ト
藪
に
就
き
て
は
文
化
史
的
に

そ
の
梗
概
を
述
べ
、
西
洋
滞
貨
の
源
流
を
た
ざ
ら
れ
、
ゲ
ル

マ
ニ
ー
の
移
動
ま
た
は
ロ
ー
マ
ゲ
ル
マ
ニ
諸
民
族
の
融
合

故
叛
口
博
士
の
學
蕪
菩
て
の
芸
界
に
於
け
る
業
績
　
　
　
　
　
　
　
餓
甲
二
號
　
　
　
　
二
六
　
　
（
二
〇
六
）

の
象
徴
で
あ
る
シ
ヤ
ー
ル
マ
ー
ニ
ユ
の
帝
國
の
出
現
を
以

て
本
論
に
入
る
を
常
こ
し
た
Q
こ
れ
は
明
か
に
ラ
ン
ケ
、
從

て
り
ー
ス
博
士
の
威
化
を
受
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ご
思

ふ
。
先
生
は
置
生
の
指
導
に
盤
さ
る
る
ビ
同
時
に
、
專
門

の
研
究
に
没
頭
せ
ら
れ
、
西
洋
史
全
般
に
つ
い
て
は
恐
ら

く
謙
語
の
西
洋
史
界
に
匹
億
を
見
な
い
程
の
豊
富
な
學
殖

は
、
三
高
敏
授
時
代
の
糖
働
の
賜
物
で
あ
っ
て
、
浩
翰
な

ラ
ン
ケ
の
近
世
史
に
關
す
る
諸
著
述
、
難
解
の
世
界
史
よ

り
、
梢
遙
俗
的
な
エ
ー
ゲ
ル
の
世
界
史
の
如
き
ま
で
渉
猿

せ
ら
れ
た
や
う
で
、
ラ
ン
ケ
の
蕉
風
を
多
く
探
り
入
れ
た

世
界
史
的
見
地
に
立
つ
先
生
の
學
風
も
此
の
時
代
に
築
か

れ
た
も
の
ε
信
ず
る
Q

　
　
　
　
三
　
大
饗
激
授
時
代

　
明
治
四
十
年
四
月
、
京
都
帝
國
大
聖
文
學
部
に
史
學
科

の
開
設
せ
ら
る
、
や
、
先
生
は
三
高
吟
授
よ
り
文
學
部
助

敏
授
に
還
せ
ら
れ
、
古
代
史
中
世
史
近
世
初
期
に
關
す
る

普
通
講
義
ご
古
代
吏
特
殊
講
義
ご
を
携
任
せ
ら
る
》
こ
ご



＼
な
つ
だ
。
こ
れ
實
に
先
生
が
他
日
我
が
國
に
於
け
る
古

代
史
研
究
の
権
威
ε
仰
が
れ
、
そ
の
指
導
の
下
に
少
数
ご

は
い
ひ
な
が
ら
。
熟
心
な
る
古
代
研
究
者
の
現
は
れ
る
端

緒
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
記
に
於
け
る
先
生
の
最
初
の

講
義
は
、
主
ご
し
て
挨
及
史
で
φ
つ
た
が
、
翌
四
十
一
年
原

勝
郎
博
士
の
蹄
朝
ビ
同
時
に
、
同
年
十
｝
月
西
洋
留
學
の

首
途
に
つ
か
れ
だ
。
初
め
倫
敦
に
在
留
、
大
英
博
物
館
今
の

ホ
ー
ル
氏
の
指
導
の
挨
霊
室
で
埃
及
學
を
研
究
せ
ら
れ
、

次
い
で
伯
林
に
博
せ
ら
れ
、
同
大
學
の
エ
ド
フ
ー
1
3
、
マ
イ

ヤ
ー
優
等
に
つ
き
て
西
祥
塁
般
、
特
に
古
代
史
を
研
究

せ
ら
れ
、
僖
師
ソ
ー
ス
博
士
こ
も
往
隠
し
て
專
心
移
鎭
に

つ
ε
め
ら
れ
た
。
學
問
に
甥
一
て
敬
’
読
響
摯
で
あ
る
先
生

は
埋
め
に
過
度
の
勉
強
の
た
め
、
同
士
の
入
々
よ
り
健
康

上
屡
注
意
を
受
け
ら
れ
た
ご
い
、
．
事
で
あ
る
。
ま
た
先
生

は
常
に
自
ら
老
書
生
を
以
て
任
じ
、
猫
逸
學
生
氣
分
を
昧

ふ
た
め
、
少
牡
の
學
生
等
ご
勉
強
摺
糠
を
倶
に
せ
ら
れ
、
壬

生
の
鳥
合
、
催
物
な
ご
に
は
必
ず
墾
加
せ
ら
れ
た
。
先
生
の

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

故
坂
口
博
士
の
學
歴
定
そ
の
墨
・
界
に
於
け
ろ
業
績

濁
逸
及
び
濁
華
人
贔
負
や
、
青
年
の
心
理
を
よ
く
諒
解
せ

ら
れ
臼
髪
の
青
年
こ
し
て
絡
始
せ
ら
れ
た
の
は
、
留
學
時

代
の
老
書
生
々
活
や
、
こ
の
濁
逸
溝
在
中
の
緊
張
し
た
生

活
の
裡
か
ら
生
れ
來
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
ま
た
こ
の
問

先
生
は
聴
く
欧
洲
諸
國
を
巡
歴
せ
ら
れ
、
ギ
ソ
シ
ヤ
、
伊
太
．

利
は
勿
論
、
十
時
の
在
留
者
が
あ
ま
り
足
を
入
れ
ぬ
ト
ル

コ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
も
遊
ば
れ
、
ま
だ
埃
及
地
方
に
研
究

族
行
を
試
み
ら
れ
た
。
先
生
の
斜
行
は
、
常
人
の
見
物
見
學

ご
異
り
、
出
る
盛
業
的
で
短
期
の
見
學
の
問
に
も
何
物
か

を
欄
ま
う
ご
努
力
せ
ら
れ
、
屡
小
生
に
邊
ら
れ
た
書
翰
や

糟
端
書
に
も
、
必
ず
其
地
方
に
於
け
る
戚
想
や
遺
跡
に
つ

い
て
の
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
だ
。
ま
た
此
の
濁
逸
滞
在
中
、

郎
ち
明
治
四
十
四
年
、
朝
鮮
総
督
府
よ
り
濁
忍
野
境
地
方

の
激
育
状
況
の
睨
察
を
命
ぜ
ら
れ
、
プ
．
ロ
シ
ヤ
王
國
領
ボ
ー

ラ
ン
ド
及
び
猫
逸
の
エ
ル
ザ
ス
、
ロ
ー
ト
ソ
ン
ゲ
ソ
州
に

於
け
る
敷
育
状
況
を
覗
察
研
究
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
大
正

二
年
総
督
府
の
上
梓
せ
る
「
濁
毛
槍
境
地
方
の
激
育
状
況
」

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
七
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂

は
そ
の
研
究
の
結
果
で
、
緒
論
に
よ
る
ご
、
猫
堅
甲
廉
隅
が

外
入
の
視
察
を
謝
絶
し
た
爲
め
公
的
便
宜
を
受
け
す
、
李

素
の
研
鎖
の
露
地
踏
査
ご
調
査
事
項
に
つ
き
、
官
公
私
の

專
門
家
が
墨
入
ま
だ
は
同
學
研
究
者
ε
し
て
好
意
的
に
頒

ち
く
れ
た
材
料
を
基
礎
と
し
て
調
査
を
進
め
、
同
年
十
二

月
修
了
し
た
ご
あ
る
。
此
書
は
大
膿
に
於
て
、
政
治
文
化

の
帯
革
を
蓮
べ
、
激
育
、
激
化
の
大
要
同
化
政
策
に
つ
き

歴
史
的
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
史
學
研
究
者
に
と
っ
て

も
頗
る
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
官
鷹
の
秘
書
た
る
故
、

そ
の
詳
細
を
紹
介
し
得
ざ
る
を
憾
み
こ
す
る
。

　
か
く
て
先
生
は
四
十
四
年
十
二
月
、
三
年
の
海
外
研
究

の
任
を
全
う
し
て
蹄
朝
せ
ら
れ
、
昭
和
三
年
一
月
ま
で
十

七
年
獄
吏
學
科
學
欝
欝
遵
の
任
に
當
ら
れ
、
他
方
そ
の
專

門
研
究
に
腐
心
さ
る
、
事
こ
な
っ
た
。
學
生
指
導
の
懇
切

を
極
め
た
事
ご
、
要
約
的
な
含
蓄
深
き
普
遍
謙
虚
ご
、
微

に
入
り
細
を
穿
つ
特
殊
講
義
が
、
濁
創
的
見
解
に
富
ん
だ

広
原
博
士
の
最
近
世
史
の
講
義
ご
相
並
ん
で
、
無
生
の
好

飲
坂
臼
博
士
齢
學
壁
ミ
そ
の
苦
界
に
於
け
ろ
業
績
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
　
號
　
　
　
二
心
　
（
二
〇
入
）

學
的
研
究
的
精
力
を
喚
起
し
た
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

其
の
後
先
生
は
官
命
に
よ
b
、
大
正
十
年
六
月
よ
り
約
三

ク
月
朝
鮮
及
び
支
那
に
警
告
せ
ら
れ
．
更
に
、
大
正
十
一

年
四
月
，
欧
米
へ
出
　
張
を
命
せ
ら
れ
、
前
の
留
學
時
代
に

見
お
ご
さ
れ
た
北
米
の
各
地
を
巡
歴
、
英
國
を
経
て
歓
洲

に
渡
り
、
戦
跡
を
踏
査
、
猫
逸
の
各
地
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
を

巡
歴
せ
ら
れ
、
革
製
に
於
て
は
斯
界
の
碩
學
ご
意
苑
を
交

換
せ
ら
れ
、
同
年
十
こ
月
蹄
朝
、
そ
の
見
聞
を
録
し
て
「
歴

良
家
の
族
」
を
登
表
さ
れ
だ
。
偶
大
正
十
三
年
一
月
互
に

深
く
信
頼
し
相
提
携
し
て
、
京
大
西
洋
馬
糧
科
の
登
展
に

っ
ε
め
ら
れ
た
原
博
士
の
逝
去
に
よ
り
、
蕩
洋
吏
科
の
興

磨
は
一
に
先
生
の
鎚
肩
に
か
～
り
、
先
生
の
負
澹
責
任
を

倍
加
し
．
且
つ
文
學
部
長
の
激
職
に
諭
せ
ら
れ
、
そ
の
職

務
に
忠
實
概
精
で
あ
っ
た
事
は
、
名
部
長
の
名
を
は
っ
か

し
め
な
か
っ
た
。
然
し
先
生
の
篤
學
な
る
、
な
ほ
寸
暇
を

霞
み
研
究
に
潮
瀬
せ
ら
れ
た
事
は
、
流
石
に
頑
健
な
先
生

の
健
康
を
傷
け
、
窪
む
べ
き
不
幸
の
遠
因
を
な
し
た
事
ご



考
へ
ら
れ
る
Q

　
　
　
　
四
學
界
に
於
け
る
業
績
（
上
）

　
次
に
は
、
先
生
が
朋
治
四
十
四
年
最
初
の
留
學
よ
り
蹄

朝
後
、
そ
の
逝
去
に
至
る
ま
で
に
登
表
せ
ら
れ
た
著
書
、

論
文
、
講
演
を
紹
介
し
、
そ
の
學
界
に
於
け
る
業
績
を
傳

へ
た
い
と
思
ふ
○

先
づ
、
西
洋
古
代
史
に
關
す
る
研
究
を
見
る
に
、
明
治

四
十
五
年
四
月
、
暴
露
研
究
會
に
於
け
る
「
古
代
史
研
究

の
登
展
に
つ
き
て
」
の
講
演
は
、
類
句
後
の
最
初
の
登
表

で
、
大
正
三
年
九
月
刊
行
の
史
的
研
究
に
掲
載
せ
ら
れ
て

み
る
。
こ
れ
は
今
日
な
ほ
古
代
史
研
究
の
指
針
ε
し
て
、

古
代
史
研
究
者
の
必
護
を
要
す
る
論
文
で
、
ま
た
後
に
述

べ
る
史
逸
史
の
研
究
こ
も
見
る
べ
き
で
あ
る
、
今
そ
の
梗

概
を
紹
介
す
る
。
は
じ
め
に
古
代
史
の
科
學
的
研
究
は
二

ー
ブ
ー
ル
の
羅
馬
史
研
究
の
儀
表
に
は
じ
ま
る
こ
し
、
そ

の
前
提
ご
し
て
、
そ
れ
以
前
に
あ
ら
は
れ
た
二
つ
の
更
風

を
紹
介
せ
ら
れ
、
第
一
の
學
風
は
啓
蒙
風
の
戚
化
を
受
け

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

故
坂
鐵
博
士
の
學
歴
定
そ
の
墨
界
に
於
け
ろ
業
績 世

界
の
事
實
を
網
羅
す
る
に
つ
ご
む
る
薫
風
ご
し
、
倫
敦

で
出
版
せ
ら
れ
た
「
，
世
界
史
」
、
猫
逸
に
於
け
る
そ
の
醗
鐸
隔

年
繹
者
の
一
人
シ
ュ
レ
ー
ツ
ァ
ー
の
史
掘
、
ギ
ボ
ン
の
世

界
更
紗
迷
信
打
破
的
の
見
地
、
モ
ン
タ
ス
キ
ュ
ー
の
影
響

を
受
け
し
へ
ー
レ
ン
の
重
三
を
述
べ
ら
れ
、
第
二
の
下
風

は
、
ウ
イ
ン
ケ
ル
マ
ン
、
フ
ナ
ツ
ス
、
ウ
ォ
ル
フ
の
學
風
で
、

古
代
史
そ
の
も
の
、
研
究
で
な
く
、
古
代
の
蓮
物
古
典
そ

の
も
の
、
歴
吏
的
研
究
法
を
建
設
し
た
事
を
述
べ
ら
れ
、

二
ー
ブ
ー
ル
の
羅
馬
夏
研
究
も
こ
、
に
出
　
質
せ
り
ご
断
せ

ら
れ
、
次
に
は
、
二
ー
ブ
ー
ル
の
學
風
に
就
き
て
述
べ
ら

れ
、
彼
が
フ
ォ
ッ
ス
等
の
霊
化
を
受
け
、
羅
馬
．
史
詩
の
丈
撒

朗
研
究
に
初
ま
り
、
そ
の
内
よ
り
心
墨
的
に
古
羅
馬
時
代

の
吏
實
を
摘
出
す
る
に
つ
こ
め
し
事
を
述
べ
ら
れ
、
ま
た

一
顧
に
、
彼
の
歴
吏
に
は
幼
年
時
代
の
自
然
的
環
境
経
濟

財
政
界
に
於
け
る
経
歴
の
影
響
を
受
け
、
主
槻
的
傾
向
の

あ
ら
は
れ
居
る
を
指
摘
せ
ら
れ
、
更
に
彼
の
研
究
の
重
要

な
る
黙
は
、
羅
馬
史
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
の
研
究
法
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
纂
二
號
　
　
　
二
九
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
維
　
纂

リ
ビ
し
、
彼
の
威
化
を
受
け
し
ず
ゼ
ニ
ー
、
ラ
ン
ケ
を
蓮
じ

て
一
切
歴
吏
の
研
究
の
創
始
者
ご
な
れ
う
ご
断
じ
、
次
に

そ
の
史
風
が
希
臓
研
究
に
及
び
、
ベ
ジ
ク
、
ミ
ュ
ル
ラ
i
、

ク
ル
チ
ゥ
ス
に
つ
ぎ
つ
ぎ
に
傳
承
せ
ら
れ
、
ミ
ュ
ル
ラ
ー
、

ク
ル
チ
ウ
ス
が
隠
江
の
交
化
を
理
想
化
す
る
悪
傾
向
を
指

摘
せ
ら
る
。
次
に
は
歴
史
が
十
九
世
紀
中
葉
の
自
由
保
守

爾
主
義
抗
孚
の
影
響
を
受
け
、
歴
皇
家
が
希
騰
吏
に
癒
用

し
て
自
家
の
政
見
を
辮
聾
せ
ん
ε
す
る
風
あ
ら
は
れ
、
グ

ロ
聖
ト
の
歴
史
も
、
材
料
豊
富
、
批
評
眼
に
長
ず
る
も
、
純
．

紳
の
歴
史
に
あ
ら
す
、
資
本
家
の
指
揮
す
る
ア
ク
ー
ネ
の

民
主
政
治
の
辮
護
で
、
胤
會
上
の
民
主
組
立
を
見
る
を
得

ざ
り
し
も
の
ピ
説
か
る
。
次
に
こ
の
種
の
塞
想
的
政
治
的

更
が
、
現
實
的
傾
向
の
政
治
史
ε
な
り
、
ジ
ー
ベ
ル
、
ド

亘
イ
ぜ
ン
、
ト
ラ
ィ
チ
ヶ
の
権
力
崇
拝
の
吏
風
に
一
鍵
し

こ
の
新
傾
向
が
古
代
更
に
適
用
さ
れ
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
「
亜

歴
山
大
王
及
び
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ス
」
の
出
現
ご
な
）
、
ド
ロ

イ
ぜ
ン
が
希
臓
文
明
の
維
持
そ
の
東
方
傳
播
を
マ
ケ
ド
ニ

故
坂
口
博
士
の
學
歴
定
そ
の
學
界
に
置
け
ろ
業
績
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　

三
〇
（
二
一
〇
）

や
の
武
力
に
置
く
事
を
説
き
、
ま
た
そ
の
史
風
が
個
人
偏

重
に
傾
き
、
維
濟
警
急
宗
激
の
勢
力
を
看
過
せ
る
を
述
べ
、

次
に
モ
ム
ぜ
ン
を
現
實
的
政
治
史
涙
ご
し
、
傳
説
の
丈
獄

的
批
到
を
金
石
交
に
及
ぼ
し
、
法
律
家
ビ
し
て
も
歴
史
家

ε
し
て
も
傑
燃
せ
る
事
を
述
べ
な
ほ
そ
の
羅
馬
更
が
國
民

自
由
主
義
の
下
に
批
判
せ
ら
れ
、
又
墨
入
偏
重
の
傾
あ
り

ご
説
か
れ
て
み
る
。
次
に
は
入
○
年
代
よ
リ
シ
ュ
モ
ル
ラ

ー
一
涙
の
歴
史
的
経
濟
春
曇
の
蓬
頭
に
よ
り
、
ベ
ロ
ソ
ホ
、

ベ
ー
ル
マ
ン
、
　
エ
ド
ワ
ー
ド
。
マ
オ
・
ヤ
ー
氏
糖
寺
に
よ
り
希

臓
羅
馬
の
経
濟
研
究
が
開
始
せ
ら
れ
た
事
を
述
べ
ら
れ
、

ま
π
こ
の
間
に
、
古
代
東
方
交
物
の
研
究
の
進
歩
に
よ
り

埃
及
學
ζ
シ
ソ
や
學
の
設
立
ご
な
り
、
、
一
切
古
代
を
世

界
史
的
に
槻
察
す
る
學
風
趨
り
、
さ
き
に
マ
ッ
ク
ス
．
ヅ

ン
ヵ
の
出
現
、
マ
イ
ヤ
ー
氏
の
繊
承
に
よ
り
て
そ
の
史
槻

が
完
成
さ
れ
，
ま
た
シ
ェ
ソ
ー
マ
ン
以
降
の
総
掘
事
業
の

…
進
展
に
よ
り
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
世
界
ご
古
代
東
方
ε
の
關

係
の
密
接
な
る
事
明
に
せ
ら
れ
、
古
代
世
界
に
画
す
る
概



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

念
に
改
訂
を
加
ふ
る
必
要
起
れ
る
を
述
べ
、
ま
た
1
3
・
イ
ぜ

ソ
に
は
じ
ま
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ス
の
研
究
が
ロ
ー
ド
、
ぴ
／
ル
レ

ソ
ド
ル
フ
を
郷
｝
、
ベ
上
層
や
ケ
ル
ス
ト
に
よ
り
百
入
に
廣
大
な

る
基
礎
の
下
に
着
手
せ
ら
る
、
事
こ
な
り
し
を
説
か
る
。

次
に
ま
π
紳
學
史
方
面
に
於
て
は
、
古
代
諸
訳
民
の
紳
々

の
崇
拝
の
融
合
の
跡
が
研
究
せ
ら
れ
、
耶
蘇
駿
の
興
薄
登

達
の
原
因
ε
し
て
ギ
ボ
ン
の
與
へ
し
説
明
を
排
し
、
挺

界
の
希
騰
化
、
羅
馬
の
天
下
統
一
等
を
以
て
説
明
せ
ん
こ

し
、
こ
れ
等
の
研
究
が
ハ
ル
ナ
ソ
ク
等
に
よ
り
補
は
れ
、

現
今
の
宗
敷
面
研
究
の
學
風
を
作
れ
り
ご
説
か
る
。
ま
た

一
般
に
、
文
献
的
批
評
に
益
す
る
非
難
を
駁
せ
ら
れ
、
ま

π
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
交
化
が
唄
個
の
完
全
で
肖
ら
作
り
あ
げ

π
ε
い
ふ
考
は
誤
り
で
、
國
民
の
文
化
は
國
民
の
傳
來
個

性
こ
の
相
互
關
係
、
内
外
の
關
係
等
が
交
渉
乗
積
し
て
作

ら
れ
し
も
の
に
て
、
國
民
精
紳
は
攣
化
す
る
ご
い
ふ
見
地

で
歴
吏
を
研
究
す
べ
し
ご
説
か
る
Q
ま
た
文
化
史
に
就
き

て
は
、
國
家
及
び
政
治
は
文
化
の
中
心
に
て
、
り
ー
ル
や
フ

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
錐
　
纂

散
叛
日
博
士
の
學
歴
ミ
そ
の
學
界
に
於
け
る
業
績 ラ

イ
猛
威
の
裏
家
を
抜
き
に
し
た
文
化
史
は
不
具
な
る
も

國
家
を
唯
一
の
標
準
ε
す
る
セ
ー
フ
ァ
主
命
一
涙
の
考
も

偏
見
で
あ
り
ま
た
文
化
史
の
名
の
下
に
自
然
科
七
六
法
則

や
形
式
的
階
段
を
設
け
、
こ
れ
に
一
切
の
史
實
を
投
げ
こ

む
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
も
蘇
生
史
を
逆
に
考
へ
こ
れ
を
窮
屈
に
す

る
も
の
ビ
駁
せ
ら
れ
て
居
る
。
次
に
世
界
史
的
の
意
義
に

就
き
て
は
、
新
世
界
の
開
登
ゐ
日
米
の
勃
興
に
よ
り
、
歴
史

の
欧
洲
中
心
説
打
破
せ
ら
れ
し
事
、
古
代
東
方
の
學
問
開

け
古
代
世
界
が
夙
に
大
い
な
る
潔
癖
關
係
を
作
れ
る
事
、

歴
史
家
は
歴
史
生
活
の
す
べ
て
の
方
面
す
べ
て
の
時
代
に

着
眼
し
、
こ
れ
を
批
評
し
得
る
素
養
を
要
す
る
事
、
ま
た

古
今
東
西
の
史
實
を
比
較
す
る
は
史
話
を
關
明
に
す
る
便

宜
法
な
う
ご
説
か
る
。
こ
の
論
文
は
先
生
の
古
年
時
代
の

産
物
で
あ
る
が
、
古
代
史
研
究
の
指
針
を
示
さ
れ
居
る
ご

同
時
に
、
先
生
の
當
時
に
於
け
る
史
學
に
謝
す
る
管
見
世

界
一
更
的
見
地
を
窺
ふ
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
大
正
二
年
五
月
の
藝
文
第
四
年
第
五
號
に
は
、
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十
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維
　
纂

「
君
圭
柱
舞
」
に
つ
き
研
究
の
一
部
を
登
表
せ
ら
れ
、
震
主

崇
拝
が
傳
説
的
の
へ
！
買
ス
崇
舞
、
歴
史
的
偉
人
の
へ
ー

ロ
ス
化
、
次
で
ア
レ
ク
ナ
ン
ド
ル
大
王
の
挨
及
か
亜
細
亜

に
於
け
る
紳
化
、
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ッ
ク
時
代
に
於
け
る
彼
の

後
懸
者
の
神
化
こ
な
り
、
途
に
羅
馬
の
皇
帝
崇
拝
と
な
れ

り
ε
し
、
こ
れ
を
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ッ
ク
文
化
の
所
産
に
て
羅

馬
に
大
成
せ
り
ご
説
か
れ
、
次
に
崇
舞
に
つ
き
て
三
個
の

理
由
を
無
げ
ら
れ
、
ま
た
君
主
崇
拝
が
思
想
、
形
式
、
術

語
に
於
て
原
始
導
爆
激
ε
密
接
の
關
係
あ
り
ご
説
か
れ
、
な

ほ
そ
の
所
説
の
典
糠
を
示
さ
れ
て
み
る
。
ま
た
大
正
二
年

九
月
の
藝
交
第
四
年
第
九
號
に
は
、
「
鳶
尾
錐
」
の
題
下
に

史
界
最
近
の
古
説
を
紹
介
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
レ
オ
ン
ハ

ル
ト
の
ヘ
ッ
チ
翻
ア
マ
ッ
ナ
ー
ネ
ン
の
説
を
紹
介
せ
ら
れ

て
居
る
。
台
墨
の
特
殊
研
究
や
紹
介
は
、
そ
の
愚
説
は
勿

論
噂
研
究
姦
邪
に
於
て
も
我
が
西
洋
史
研
究
者
を
稗
盆
す

る
事
頗
る
多
き
も
の
こ
思
は
れ
る
が
、
學
問
に
謝
し
忠
實

眞
摯
な
先
生
は
容
易
に
獲
表
さ
れ
す
、
そ
の
数
多
き
研
究
兎

敷
坂
織
薄
士
の
學
歴
ミ
そ
ゆ
學
界
に
於
け
ろ
業
績
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は
先
生
の
欝
欝
に
残
り
、
或
は
大
洋
に
於
け
る
特
殊
誰
…
義

に
於
て
の
み
登
表
さ
れ
π
る
事
ご
思
ふ
。
我
々
は
こ
れ
等

の
研
究
が
整
聖
さ
れ
一
口
も
早
く
遽
稿
ε
し
て
澄
に
登
表

さ
れ
ん
事
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
た
い
こ
、
に
こ
れ
等
特
殊
研
究
が
巧
に
綜
合
せ
ら
れ
て

滞
留
｝
落
せ
る
賑
絡
を
保
つ
「
大
論
文
ご
し
て
鐘
に
問
は

れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
「
世
界
に

於
け
る
希
憾
交
明
の
潮
流
」
で
．
大
正
五
年
八
月
京
都
帝

國
大
更
夏
期
講
演
愈
に
於
け
る
講
演
を
補
訂
し
、
翌
年
九

月
上
梓
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
十
三
年
七
月
に
は

増
訂
版
が
登
行
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
は
古
代
史
希
臓
史
希
臓

文
明
に
解
す
る
墾
考
書
が
あ
げ
ら
れ
て
居
る
。
本
論
文
の

蜀
酌
は
、
華
燭
思
想
希
臓
藝
術
の
紹
介
で
な
く
希
…
膿
交
明

の
世
界
的
使
命
を
明
に
す
る
事
に
あ
る
。
師
ち
希
臓
交
明

が
マ
ケ
ド
ニ
ヤ
の
武
力
、
ア
レ
ク
サ
ン
ー
3
ル
大
王
の
世
界

政
策
に
よ
り
東
方
に
傳
播
し
て
世
界
的
ご
な
う
、
ヘ
レ
ニ

ス
チ
ッ
ク
世
界
を
現
身
し
、
羅
馬
の
文
明
に
影
響
し
、
中善



世
ビ
ザ
ン
ツ
、
ナ
ラ
セ
ン
の
間
に
傳
些
し
、
學
術
復
興
の
有

力
な
る
要
素
ご
な
り
、
更
に
古
典
‡
義
ε
な
っ
て
啓
蒙
運

動
ご
揚
言
し
、
現
代
民
族
の
古
典
研
究
な
る
ロ
ー
マ
ン
チ

ッ
ク
思
潮
の
無
生
を
促
し
た
る
事
を
述
べ
な
ほ
皆
労
の
科

墨
・
墨
黒
官
界
は
、
古
血
ハ
ご
ロ
ー
て
ン
チ
ソ
ク
の
會
一
流
酷
紬
に
登

す
る
も
の
ご
付
け
加
へ
ら
れ
、
最
後
に
結
論
ご
し
て
、
希

臓
文
明
は
現
代
交
響
の
基
調
で
、
希
臓
精
帥
の
自
由
ご
調

和
が
近
代
の
進
歩
の
重
要
動
力
た
る
事
、
そ
の
営
養
た
る

個
入
↓
土
義
及
び
世
界
士
⊥
義
は
民
族
愚
民
圭
｝
義
ご
爾
…
立
せ
ざ

る
も
の
に
あ
ら
す
ご
述
べ
ら
れ
、
此
交
明
が
一
朝
民
族
國

民
を
超
越
し
、
個
入
的
宇
宙
的
殺
化
を
目
的
こ
す
る
文
明

ご
な
っ
て
よ
り
、
叢
に
量
界
人
生
に
多
大
の
意
義
を
持
ち

澄
界
的
宗
毅
の
如
き
も
の
ご
な
り
、
そ
の
裡
に
確
礁
だ
る

精
帥
は
、
永
久
に
入
生
の
至
寳
に
し
て
、
文
化
の
模
範
た

る
べ
き
も
の
な
り
ご
結
ば
れ
て
居
る
。
こ
の
研
究
は
先
生

が
多
年
研
究
さ
れ
た
諸
種
の
特
殊
研
究
が
綜
合
せ
ら
れ
だ

結
晶
で
あ
っ
て
、
そ
の
巧
妙
な
綜
合
の
技
術
以
外
に
先
生

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
難
纂

の
博
識
ビ
深
奥
な
る
特
殊
研
究
の
】
端
を
も
窺
ひ
得
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
ま
π
管
下
の
論
文
に
有
り
が
ち
な
嫡
家
政

治
を
看
過
し
、
ま
た
蒼
黒
の
記
事
を
忌
避
す
る
を
誇
り
域

す
る
極
端
な
る
丈
化
驚
風
の
見
地
が
排
斥
せ
ら
れ
、
ま
π

常
に
泄
界
史
的
見
地
に
た
ち
て
達
親
せ
ら
れ
た
事
は
、
先

生
の
史
風
の
唄
端
を
示
す
も
の
ε
考
へ
ら
る
。
な
ほ
先
生

は
咋
年
嵩
ち
昭
和
二
年
八
月
の
京
都
帝
國
大
品
夏
期
講
演

會
に
於
て
學
藝
復
興
に
つ
き
て
講
演
せ
ら
れ
、
原
稿
の
補

訂
中
に
遠
逝
せ
ら
れ
た
事
は
、
誠
に
遣
憾
の
極
み
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
前
の
論
罪
の
姉
妹
篇
ビ
も
見
る
べ
き
も
の
で
あ

る
Q

故
坂
口
薄
士
の
墨
・
歴
亡
そ
の
業
界
に
煽
げ
ろ
業
績

第
二
號

三
三
　
（
ニ
ニ
ニ
）


